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●●●編集後記
▶本号の特集は「CT・MRI・核医学検査による経過観察―ポイントと進
め方―」です。画像診断において経過観察は重要な仕事の一つであり，
侵襲的な診断検査を避ける手段でもあります。本特集では8 つの領域の
画像診断において，経過観察のポイントと進め方をしっかりと学ぶことがで
きます。▶渡邉論文では脳腫瘍と脳動脈瘤の経過観察を取り上げており，
膠芽腫治療後の pseudo‒progression，pseudo‒response についても
言及しています。山内論文では頭頸部癌治療後の経過観察におけるモダ
リティ選択とその時期，局所腫瘍切除後の形態的変化について詳細に
解説しています。石村論文では肺結節のCTによる経過観察にはHRCT，
thin‒section CT，MPR が役立つとしています。肺癌と縦隔腫瘍では治
療後の画像所見の変化を知り，治療すべき異常なのかどうかを見極めるこ
とが肝要です。土屋論文では大動脈ステントグラフト留置後の一般的な
経過観察の他，エンドリーク，脚閉塞，ステントグラフトの migration，stent 
graft‒induced new entryを概説しています。松原論文では肝の非多血
性病変，肝細胞癌の治療後，胆道結石，膵嚢胞を取り上げています。肝
細胞癌の放射線治療後では，腫瘍血流が長期に残存するため，画像で
の効果判定は容易ではなく，pseudo‒progressionもあるので注意が必
要です。高橋論文では代表的泌尿生殖器疾患において，経過観察が有
用な状況を①診断がつかない場合，②治療開始時期を見極める場合，③
悪性転化や病態悪化のリスクが高い場合，に分けて紹介しています。後
藤論文では乳癌術後において局所の経過観察と遠隔転移の経過観察
に分けて解説しています。長町論文では認知症，血行再建術前後，脳
炎・脳症，てんかんにおける脳血流 SPECT の有用性が示されています。
▶街の人出が増えてきていますが，いかがお過ごしでしょうか。今年は久し
ぶりに制限のない花見を楽しんだ方も多かったのではないでしょうか。
COVID‒19 の流行が落ち着き，行動制限が過去のものになることを祈念
いたします。
 後閑武彦
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